










































































































































　第 3 に，3 つのポリシーが抱える課題への対応がある。ディプロマ・ポリシーで掲げている「高度職
業人の育成」においては，高度な専門性を何で図るのかという課題を抱えている。基本的には，高度な
専門性は修士論文に集約される。したがって，教員の高度な専門性に対する認識と，修士論文には一定
の水準を満たすための厳しい審査・評価が必要である。
　カリキュラム・ポリシーで掲げている「必須科目と選択科目」については，どのようにして全体的議
論を行いカリキュラムを構築し，いかに授業を通じて高度専門性を学生に伝達するかが問われている。
カリキュラムツリー，ナンバリングはすでに作成されているが，その適合性，新領域の追加などの見直
しが必要であろう。学生に対しては，目的を明示し段階的に達成度を確認することが求められる。
　アドミッションポリシーでは，「高度職業人となる意欲と学力を有する人」を求めているが，意欲を
何で測るのかといった課題に直面している。学生の意欲は，書類審査・面接を通じて測る。そのため，
5
大学院での教育研究を振り返って
教員が学生の意欲に対する共通認識を持ち，同じ基準で評価することが必要であろう。
　本研究科は，新たな時代を迎えて専門性の強化と体系的高度専門性体制を構築して，高度専門職業人
を育成することが求められている。本研究科の高度専門職業人育成への取り組みは，本学の理念である
「学問による人間形成」の実現への道であるといえる。「学問による人間形成」が問われるのは学生だけ
ではない。教員もまた生涯を通じて，「学問による人間形成」を問われているのである。大学を定年退
職した現在，これまでに幾度となく唱ってきた学歌に，改めて城西大学の教育研究の原点を見る。「高
き理想を胸ぬちに燃し，真理と正義ひたに求めん」（草野心平作詞・学歌二番）。
　芸術は一人ひとりの「心」を豊かにし，その心が世界へと広がり世界が抱える困難を乗り切る力とな
る。学問もまた一人ひとりの「知」を豊かにし，その知が世界へと広がり，世界が抱える問題を解決す
る力となる。そうなったとき，大学・大学院における学問は，その意義を発揮することができるのでは
ないだろうか。
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